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　美しい自然、豊かな文化に恵まれた郷土と、平和な地球を守り、子孫に引き

継ぐことは、今を生きる私たちに課せられた最大の責務であります。�

　しかしながら、現在も核・軍備の拡張は依然として続けられ、世界の平和と

人類の生存に大きな脅威をもたらしています。�

　私たちの住む長崎県は、人類史上初の被爆体験をもつ被爆県であり、人類を

破滅に導くあらゆる核兵器の廃絶と平和の尊さを全世界に訴え続け、再びこの

悲劇を繰り返してはなりません。�

　私たち対馬市民は、平和憲法の精神にのっとり「非核三原則」を遵守し、全

人類の自由と幸福、世界の恒久平和の実現をめざし、ここに「非核・平和都

市　対馬」を宣言します。�

　以上は、平成16年4月30日に、対馬市議会で決議されたものです。

　広島・長崎が人類最初の核兵器の犠牲となって今年で60年になります。この非人道的な兵器

は、21世紀の今日もなお世界に３万発も保有されています。被爆者は高齢となり、被爆体験の

風化も急激に進みつつあります。

　原子爆弾の惨禍を身をもって体験した広島・長崎両市民は、今日までこの悲劇を再び繰り返

すことのないよう、核兵器の廃絶と世界恒久平和の実現を全世界に訴え続けてきましたが、訴

えに反して核兵器を取り巻く状況は一層予断を許さない事態に陥っています。

　被爆県の一員として、果たすべき責務はますます大きくなり、私たちは様々な機会をとらえ、

原爆の残忍性や平和の大切さを、次世代に語り継いでいかなければなりません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対馬市

「非核・平和」宣言�
�

「非核・平和」宣言�
�

　
　
　
《
７
月
》�

１
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会
、
辞

　
　
　
令
交
付
式
、
対
馬
釜
山
国

　
　
　
際
航
路
利
用
促
進
事
業
記

　
　
　
念
セ
レ
モ
ニ
ー

４
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

５
日
＝
県
下
戸
籍
住
民
基
本
台
帳

　
　
　
事
務
協
議
会

９
日
＝
対
馬
地
区
漁
協
青
壮
年
部

　
　
　
連
絡
協
議
会
総
会

11
〜
12
日
＝
九
州
地
区
漁
港
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
唐
津
）

13
〜
14
日
＝
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛

　
　
　
会
評
議
員
会
　
（
長
崎
）

18
日
＝
海
の
日
イ
ベ
ン
ト

19
日
＝
叙
勲
伝
達
、
四
季
の
会

20
日
＝
湯
多
里
ラ
ン
ド
つ
し
ま
温

　
　
　
水
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン
行
事
、

　
　
　
対
馬
栽
培
漁
業
振
興
公
社

　
　
　
理
事
会

21
〜
22
日
＝
県
離
島
振
興
協
議
会

　
　
　
理
事
会
、
県
離
島
航
空
路

　
　
　
線
協
議
会
　
　
（
長
崎
）

25
日
＝
対
馬
物
産
開
発
取
締
役
会

25
〜
27
日
＝
県
土
木
部
各
種
役
員

　
　
　
会
・
総
会
　
　
（
雲
仙
）

28
日
＝
県
離
島
医
療
対
策
協
議
会

　
　
　
要
望
活
動
　
　
（
東
京
）

29
日
＝
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航

　
　
　
空
長
崎
便
就
航
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
）

30
日
＝
「
対
馬
医
師
会
史
」
発
刊

　
　
　
　
記
念
式
典

市
長
の
動
き�

市長の資産公開について�
�

対馬市では、「政治倫理の確立のための対馬市長の

資産等の公開に関する条例」に基づき、市長の資産

等を公開しています。�

閲覧を希望される方は、市役所４階・秘書課までお

越しください。�

戦後60年、核のない平和な世界をめざして�
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観光シャトルバスの前でテープカット�

　
７
月
７
日
、
峰
地
区
公
民
館
で
、

明
る
い
選
挙
推
進
の
先
導
役
に
な

る
「
対
馬
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
協
議
会
は
、
合
併
前
の
各

町
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

対
馬
市
の
誕
生
で
い
っ
た
ん
解
散

し
て
い
ま
し
た
。
総
会
は
協
議
会

規
程
の
説
明
や
役
員
の
選
出
が
行

わ
れ
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
会

長
に
小
川
巌
さ
ん
（
厳
原
）
副
会

長
に
阿
比
留
芳
朗
さ
ん（
上
対
馬
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
17
年
度
の
事
業
計
画

と
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

対
馬
市
の
明
る
い
選
挙
推
進
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

（
今
年
度
の
活
動
内
容
）

①
地
区
集
会
や
各
種
団
体
の
会
合

　
時
に
「
10
分
間
座
談
会
」
（
仮

　
称
）
開
催
の
呼
び
か
け

②
「
話
し
合
い
運
動
」
の
推
進

③
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
作
品
応
募

　
の
呼
び
か
け

④
明
る
い
選
挙
啓
発
に
向
け
た
広

　
報
誌
等
の
活
用「
選
挙
Ｑ
＆
Ａ
」

　
（
仮
称
）
の
掲
載

委
員
名
簿
（
順
不
同
　
敬
称
略
）

【
会
長
】
小
川
巌（
厳
原
町
宮
谷
）

【
副
会
長
】
阿
比
留
芳
朗
（
上
対

馬
町
比
田
勝
）
【
委
員
】
▼
小
嶋

義
昭
（
厳
原
町
田
渕
）
▼
平
尾
育

惠
（
厳
原
町
今
屋
敷
）
▼
堀
江
登

（
美
津
島
町
久
須
保
）
▼
石
橋
保

千
代
（
美
津
島
町

知
）
▼
長
岡

み
ゆ
き
（
豊
玉
町
仁
位
）
▼
阿
比

留
洋
五
（
豊
玉
町
廻
）
▼
小
川
一

成
（
峰
町
三
根
）
▼
中
村
恵
子
（
峰

町
佐
賀
）
▼
阿
比
留
清
弘
（
上
県

町
佐
護
北
里
）
▼
市
山
惠
美
子

（
上
県
町
女
連
）▼
庄
司
智
博（
上

対
馬
町
比
田
勝
）
▼
吉
村
正
孝

（
美
津
島
町

知
・
老
人
団
体
代

表
）
早
田
竜
介
（
美
津
島
町

知

・
青
年
団
体
代
表
）

　
７
月
１
日
、

釜
山
〜
対
馬
間

の
国
際
航
路
と

島
内
の
交
通
を

連
結
し
た
「
観

光
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
」
の
運
行
が

始
ま
り
、
比
田

勝
港
国
際
タ
ー

ミ
ナ
ル
前
で
記

念
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
度
か
ら
県
と
市

が
取
り
組
ん
で
い
る
「
対
馬
釜
山

国
際
航
路
利
用
促
進
事
業
」
の
一

環
で
、
シ
ー
フ
ラ
ワ
ー
Ⅱ
を
利
用

し
対
馬
を
訪
れ
た
人
た
ち
が
、
市

内
で
の
移
動
を
安
価
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
は
釜
山
か
ら
対
馬
ま
で

の
乗
船
券
代
と
比
田
勝
か
ら
厳
原

ま
で
の
バ
ス
代
が
必
要
で
し
た
が

「
観
光
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
」
を
利
用

す
る
と
３
０
０
０
円
程
度
格
安
に

な
り
、
個
人
観
光
客
増
加
策
と
し

て
、
県
と
市
が
協
力
し
て
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　
６
月
21
日
、
上
対
馬
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
平
成
17
年
度
対
馬
市
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会
（
会
員
１

5
0
名
・
小
嶋
多
鶴
子
会
長
）
総

会
と
食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）
は
、
食
を
通
じ
て
健
康

づ
く
り
活
動
を
推
進
し
て
い
る
方

々
で
、
広
報
つ
し
ま
の
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
コ
ー
ナ
ー
で
も
お
な
じ
み
の

皆
さ
ん
で
す
。

　
総
会
で
は
、
16
年
度
の
事
業
報

告
や
決
算
、
17
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
と
規
約
改
正
が
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
の
研
修
会
で
は
、
厳
原

支
部
が
阿
連
小
学
校
で
の
親
子
料

理
教
室
な
ど
の
活
動
を
、
豊
玉
支

部
が
「
せ
ん
ち
ま
き
」
や
「
せ
ん

つ
け
」
な
ど
郷
土
食
（
お
や
つ
）

の
取
り
組
み
な
ど
の
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
対
馬
病
院
副
院
長
村

瀬
邦
彦
先
生
に
よ
る
「
介
護
と
救

急
医
療
の
現
状
」
の
講
演
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
会
場
に
は
各
支
部
の

活
動
内
容
が
展
示
さ
れ
、
健
康
づ

く
り
の
取
り
組
み
が
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に�

�

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に�

�

対
馬
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト�

�

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に�

�

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
便
利
に�

�



6

tsushima city community magazine

広報つしま  2005. 8

　
７
月
１
日
、
鶏
鳴
小
６
年
52
名
が
、

知
川
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
６
年
生
が
総
合
学
習
の
時
間
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の
き
っ
か
け
作
り
と
し
て
、

知
川
の
現
状
に
つ
い
て
学
び
、
き
れ
い
な
川
を
守
る
た
め
に

何
が
出
来
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
学
習
に
活
か
そ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は

知
川
で
現
地
学
習
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
悪

天
候
の
た
め
室
内
で
の
学
習
に
な
り
ま
し
た
。
対
馬
地
方
局

河
川
防
災
課
の
職
員
や
市
役
所
の
職
員
な
ど
が
講
師
に
な
り
、

川
の
あ
ら
ま
し
や
水
の
汚
れ
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
説
明
を
受
け
た
子
ど
も
達
か
ら
は
、
「
一
級
河
川
と
二
級

河
川
の
違
い
は
？
」
、
「
護
岸
に
穴
が
開
い
て
い
る
の
は
な

ぜ
？
」
、
「
な
ぜ
川
に
草
が
残
っ
て
い
る
の
か
？
」
、
「

知
川
の
汚
れ
は
対
馬
市
で
何
番
目
？
」
、
「
川
に
は
ど
ん
な

生
き
物
が
い
ま
す
か
？
」
な
ど
次
々
と
質
問
が
あ
り
、
講
師

も
回
答
に
困
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
７
月
12
日
〜
14
日
に
、
比
田
勝
中
学
校
２
年
の
大
石
祐
樹

君
と
大
田
啓
貴
君
の
２
人
が
、
比
田
勝
海
上
保
安
署
で
職
場

体
験
学
習
し
ま
し
た
。

　
制
服
に
身
を
包
ん
だ
２
名
は
、
保
安
官
の
仕
事
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
鑑
識
業
務
や
航
路
標
識
の
点

検
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
巡
視

艇
「
は
や
ぐ
も
」
で
は
操
船
、
双
眼
鏡
を
片
手
に
見
張
り
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
職
場
体
験
を
終
え
た
２
人
は
、
「
少
し
船
酔
い
し
た
け
ど
、

よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
仕
事
は
色
々
あ
る
こ
と
を
は
じ

め
て
知
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
は
や
ぐ
も
」
の
荒
巻
正
晴
船
長
は
「
元
気
が
あ
っ
て
飲

み
込
み
が
早
い
の
で
、
将
来
は
海
上
保
安
官
に
」
と
期
待
し

て
い
ま
し
た
。

南
陽
交
通
少
年
団
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の�

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

�

　
７
月
17
日
、
南
陽

交
通
少
年
団
が
、
上

対
馬
町
琴
〜
舟
志
間

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
24

個
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　
南
陽
交
通
少
年
団

は
、
南
陽
小
学
校
３

年
生
以
上
の
入
団
希

望
者
23
名
で
構
成
さ

れ
て
い
て
、
こ
の
日

は
、
５
、
６
年
生
14
名

で
ミ
ラ
ー
の
汚
れ
を
落

と
し
ま
し
た
。

　
日
当
た
り
が
悪
い
場

所
に
あ
る
ミ
ラ
ー
は
、

苔
の
汚
れ
が
ひ
ど
く
掃

除
も
大
変
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
丁
寧
に

磨
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
沿
道
に
は
空
カ

ン
の
ポ
イ
捨
て
が
多
く
、

ゴ
ミ
拾
い
も
行
い
ま
し

た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
交

通
安
全
を
心
掛
け
、
ご

み
の
投
げ
捨
て
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

将
来
は
海
上
保
安
官
!?��

中
学
生
の
職
場
体
験
学
習�
総
合
学
習
で
鶏
鳴
小
６
年
生
が�

知
川
調
査
隊
に
！�

熱心に説明を聞く6年生�

真剣に操船に取り組みました�


